
「神栖市社会福祉協議会職員行動原則」の策定について 
平成２４年３月２８日 

 
【尊厳の尊重と自立支援】 
１．私たちは、人々の尊厳と自己決定を尊重し、その人が抱える福祉問題を解決し、住み慣れた

地域でその人らしく暮らすことができるよう最善を尽くします。 
  〇人々の尊厳と基本的人権を尊重し、援助を必要とする人が心豊かに地域社会の一員として 

生活が継続できるよう支援します。 
 〇個別の支援にあたっては、常に相手の立場に立ち、その人らしく生活できるように自己決 

定を尊重し、自立に向かうよう支援します。 
 
【誰もが安心して暮らせるコミュニティづくり】 
２．私たちは、住民が身近な地域における福祉について関心をもち、福祉活動に参加する住民主

体によるコミュニティづくりをめざします。 
  〇様々な機会を通じて、住民が身近な地域で相互に交流し、また地域の福祉問題に目を向け、 

話し合いや学び合う場づくりをすすめ、自らも積極的に参加します。 
 〇住民自らが身近な地域において支え合いや支援活動に参加し、人との繋がり合いを実感し、 

誰もが安心して暮らせるコミュニティづくりを計画的に進めます。 
 
【住民参加と連携・協働】 
３．私たちは、住民参加と地域の連携・協働により業務を行なうことを心がけ、地域に根ざした

先駆的な取り組みを応援し、地域福祉を推進する実践や活動を広げます。 
  〇社協が住民組織、社会福祉施設、民生委員・児童委員、ボランティアやＮＰＯなど、あら 

ゆる地域の関係者による地域福祉をすすめる協働の場をつくる役割があることを理解し、 
あらゆる業務において、住民参加と地域における多様な組織や活動との連携・協働を心が 
けます。 

    〇地域の先駆的な取り組みを発掘・応援し、また、福祉活動に取り組む人々の育成に努め、 
地域福祉を推進する活動や実践を広げます。 

 
【地域福祉の基盤づくり】 
４．私たちは、福祉課題を地域全体の問題として捉え、新たな事業や活動の開発、提言活動や計

画づくりの取り組みに積極的に関わり、地域福祉の基盤づくりの役割を担います。 
 〇地域の実情を常に把握し、そこで捉えた福祉課題を地域全体の問題として捉え、先駆性を 

もって事業や活動の開発・改善に取り組み、さらに提言活動や改善運動を行い問題解決に 
向けたアクションにつなげます。 

 〇地域福祉計画、地域福祉活動計画の策定などの機会を捉え、福祉・保健・医療の連携によ 
るよりよい制度づくりや地域福祉の財源づくり、人々が繋がり合いを実感し安心して暮ら 
せるコミュニティの実現など、地域福祉の基盤づくりの取り組みに積極的に参画します。 



【自己研鑽、チームワーク、チャレンジ精神】 
５．私たちは、自己研鑽を重ね、職員同士のチームワークと部署間の連携をすすめ、チャレンジ

精神をもって業務を遂行します。 
〇社協職員（コミュニティソーシャルワーカー）としての自覚をもち、自己研鑽に努め専門 
性を高めます。また、職員同士と部署間の情報共有に努め、互いの役割を認識し協働し合 
える環境をつくり、チームワークにより業務を遂行します。 

 〇常に地域の福祉問題に目を向け、チャレンジ精神や先駆性をもって業務をすすめます。ま 
た、自らの業務の評価と改善に努め、コスト意識をもって効果的で効率的な業務を遂行し 
ます。 

 
【法令遵守、説明責任】 
６．私たちは、法令を遵守し、自らの組織や事業に関する説明責任を果たし、信頼され開かれた

社協づくりをすすめます。 
〇関係法令の遵守はもちろん、社会的規律や職場内ルールに則った行動をします。 
〇職務上知り得た個人情報は、関係法令に基づき適切に対応します。また、プライバシーを 
尊重し、関係者との情報共有の際には、定められた手続きに基づき適切に対応し、その秘 
密を保持します。 

〇住民や関係者に対して、社協の業務について充分な説明責任を果たすとともに、情報公開 
に努めます。 

 


